
６月は、熊本県では「心のきずなを深める月間」となっ
ています。 学校・保護者・地域が連携して行う取組です。
近年、「いじめ」が、全国的な教育問題として、ニュース

や新聞等にも取り上げられています。
昨年１１月から１２月に行われた「熊本県公立学校心

のアンケート」によりますと、「いじめられたことがある」と
答えた子供は、小学生が１７．１％、中学生が３．８％、高
校生が１．０％となっており、小学校低学年に「いじめられ
た」と答えた子供が多くいます。
校長として、本校を”いじめを許さない学校・学級”に

するために、「子供たちの居心地よい学校・学級づくり」
と、「すべての子供がSOSを出しやすい信頼関係づくり」
が大切と考えています。
先日、全校集会で、「一人一人の命は、家族からいた

だいたかけがえのないものです。その長く続く命は大切
にしなければなりません。言葉や暴力でのいじめは、決し
てやっていけません。つらいことがあった友達には、助け
てあげる人になってほしいと思います。」と話をしました。
学級でも、道徳等を通して、命や心の大切さを学習し

ています。日頃の学級で、友達を認め合うことを取り組ん
でいます。また、２７日には、「命の日」集会を行い、一人
一人の命の大切さを考える場を設ける予定です。
また、ご家庭や地域では、子供自身が「自分は大切に

されている」「自分は友達や身の回りの人の役に立って
いる」というプラスの感覚（自己有用感）を感じるような
言葉かけをしたり、子供と一緒に自然体験やスポーツ活
動、ボランティア活動等をしたりするなど、感動を共有で
きる機会をつくっていただけるとありがたいです。
また、子供のＳＯＳを受信された場合は、担任にも情報

提供をしていただけると、早期の対応ができますので、よ
ろしくお願いします。

５月３０日（火）に、日奈久小・日奈久中の国版コミュ
ニティースクール（日奈久学校地域づくり協議会）が発
足しました。その第１回会議（学校運営協議会）を日奈
久中学校で行いました。
協議会の委員には、今田自治会長や桑原校区長など

地域の方や、本校から中山PTA会長など２０人が選任さ

れました。
コミュニティースクールとは、学校運営や教育活動へ

の意見交換や支援活動など、地域・保護者と学校が一
体となって、学校運営や子供たちの健全育成を行ってい
くものです。
日奈久は、地域の方がとて

も学校に愛情を注いでいただ
ける地域ですので、コミュニテ
ィースクールと合わせて、益々
「地域とともにある学校」にし
ていきたいと思います。

４月に入学した１年生は、６月からタブレットパソコンでの
学習が始まりました。担任の田中先生とICT授業サポータ
ーの指導で、名前などを書いたり写真を撮ったりするなどの
操作を勉強しています。習ったことを生かして、生活科の植
物の成長の観察日記を作ります。本校は、１年生から６年生
まで授業中にタブレットパソコン
を使いながら学習しています。
ICT活用は、これからの子供

たちが世界の人と仕事をする上
で、必要なスキルとなります。情
報モラル教育と合わせて学習を
進めてまいります。

６月１６日（金）１７時から、日奈久小学校と日奈久中
学校の職員合計６人が、金波楼に出向いて、FMやつし
ろの番組に出演しました。
小中両校長と若手職員（本

校は渕川先生）で、日奈久の良
さアピールや、合同運動会、コミ
ュニティースクール・小中連携に
ついて、若手職員の頑張っていることやエピソードなどを
１時間お話しさせていただきました。
パーソナリティの榎田さんや山下さんが軽快に上手に

話を引き出していただいて楽しい時間となりました。
お二人からは、「小中学校の職員の仲のよさが伝わっ

た」と言っていただきうれしく思いました。
チャンスがあれば、もっと日奈久の良さや日奈久小中

学校の取組を伝えられたらと思いました。


